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く報告>

北陸先端大・アドバイザー会議報告

鍋田智広(大学院教育イニシアティブセンター特任助教)

A Report for Advisor M卸値ng

Tornohiro NABETA 

(Research Assistant Professor， Cent町 forGraduate Education Initiative) 

Abs佐act:In血isyear， the Center for Graduate Education Initiative (CGEI) had opportunities 

to discuss with five advisors on the meeting; Professor Atsuhiko Shinmyo (NAIST)， 

Professor 'lbru Iiyoshi伽IT)，Dr. 'lbmo刊.kiFujita創EC)，Hajime Hiraki (JMAC) and 

Professor τbmokoτb討iCRitsumeikan University). On the meetings， many topics were 

discussed between the members of CGEI and the advisors; quality assurance for higher 

education， JAIS'Iも educationsystem (shin-kyoiku plan)， fa叩 ltydevelopment (FD) and 

employability. Specifically， Professor Shinmyo talked about NAIST's faculty development 

and discussed with members in the CGEI about how we conduct education in graduate 

schooL Professor Iiyoshi talked about the educational system. He pointed out the difference 

between higher education system and that in USA. Dr. Fujita talked about generic skill or 

employable skill in higher education and the globalism in students who hold Ph.D. Mr. 

Hira.ki told how the officers in the companies evaluate the graduate students. He said that 

they evaluated the process the students had done rather than the results the students 

produced because they believed that the pr田 essin the graduate school predicts the activity 

of the students in the future. Professor τbrii suggested that many foreign universities 

introduced the communication skills泊切 thecurriculum.τ'his is because it is suggested 

that quality assurance of higher education is to produce the studen七swho can work 

together with other members. Specifically m町 lyofficers regard the communication skills 

essential for working while the specialty remains important. 

[キーヲ}ド:i高等教育，新教育プラン，質保証， FD，ジェネリックスキル]

1 第一回アドパイザー会議要旨

ゲスト:新名惇彦僚良先端科学技術大学院大学教授・理事・副学長)

日時:10月 7a 14 時~15 時
場所:総合研究実験棟3階

1. 1 JAISTの教育研究体制について

現在 JAISTでは，複数指導制を導入している。これは，ひとりの学生に主指導教官と，副指導教官，

副テーマの教官の 3人体制で指導を行うものである。しかしながら，現在のところ，副指導教官はあま

り機能していない。こうした課題に対しては，新名教授からは， NAISTで採用している大講座制が参

考になるとの意見があった。浅野教授から新教育プランの説明があり Mα制度についてはJAIST独

自の制度であり， NAISTにはこういった制度はない。専門外の学生に門戸を広げる魅力的な制度であ

り，もっと宣伝すべきではとの助言があった。



1. 2 F百の取り組みについて

JAISTでは現定までに FDでは，鵠習会を実施し，教員に参加してもらうどいう形で進めてきた。過去

はノーベル賞受賞者のカールワイマン教置などを掴いたこともある.しかしながら，あまり参加率はよ

くない"NAISTにおける取り組みで良いものがあれば参考にしたいとの意見が浅野教授，林特怪助教

からあった.年1田.UCLAから講師を呼んで，一週間の間，一日 1時間車度講習会を行う.また，

UCLA に慌遣した教員に橿曜講義をさせている.パワーポイントの使い方な~，具体樹な話を閣ける.

加えて，講義のピデオ配信を試みており日'honeでも講義のピデオをみられるようにもしている.

1. 3 大学院での教育とは

学部と大学院の講義の遣いは，講義内容がテキストの範囲を出るか晋かだろうと思う園大学院の輯韓を

するにはその点を踏まえるのが重要であろう.また，基本的なことだが，揖師が授業の箪備をすること

が重要.年号や量値を覚えていなければ，学生に櫨属が伝わらない。英語のスペルを間違えている暗師

がいたが学生の講義をうける聾勢が良〈ならない。大学院の教育としては，プロになることの雌しさ(そ

れで収入を骨る)を缶えることが重要だろう.

2 第二回アドパイザー会薗要旨

ゲスト飯吉透客員殺担

日時 10月 26日(火)14時 40分-16時

場所 JAIST品川キャンパスタワーA19階会酷室B

2. 1 新教育プラン SDについて

SDは， 4年間で学位を取得できる制度であり，新歓育プラン

の目玉のひどつである.また，学士を取らないで学部3年から

入学を畳け容れている.しかし，倒えばSDをドロップアワト

した場合の畳け皿がなく，学生の不安を取り除ききれていない

可能性がある園また， SD以外の制度であっても学部3年生か

ら入学が可能であるが，教員のなかでこうした事実が浸透して

いるとは言えない点も聞閣である。

また，博士課程の学生にはタイプsとタイプEが分かれる。

専門的素養のあるジェネラロストの育成は国開的なトレンドであり，タイプEはこの点から良い園しか

し，タイプには，義暑のようなものは一切存在せず，形骸化している固すなわち，晦外留学とインター

ンシップのrちらの撞助を畳けたいかのみで学生はタイプを選択している。学生にタイプ彊択の際にキ

ャロアを熟慮させる必要がある.現在行っているスキル眼目を義務唱することや，企業の担当者にタイ

プEとタイプsの遣いについて説明してもらうなどの，努力が必要である.

2. 2 高等教育の宜保証体制について

質保註のシステムを作った後で就臓がないと行き酷まってしまう.秋岡国際教養大学などは，質保旺よ

りは人材の育成{プロダクトの質保置}に力を入れている。教育眼程の質保置よりは，プロダクトの質保

旺が大切なのでは一手術成功で血者が死んでも良いの泊、今町日本は患者よりは手荷に重祖になってい

る.人材の実酬を作るのが大学として大切である.

ティーチングゴールではなく，ラーニングゴールへの転換が必要ということか?なにを教えたいかでは

なく，学生の視点に立つてなにを学ばせるべきかを重視することはMITでも今注目している.

特に，サイエンステクノロジーでは未知的問題を解決できるかEうかが重要.試験問題で割ることはで

きない.チームでの協働聞圃解決.柔軟性，リーグーシップの育成が求められている。客観的な試験よ

りはPBL(プロジェクト・ベースト・ラーニング)などをすることで育成する必要がある.繰り返しに

なるが.Keyideaは教育の質保証としては良いのだが，プロダクトの賀を保証することにはならないの



かもしれない。ポートフォリオでそのあたりをフォローできるようになれば。

2. 3 FDについて

FDを大学全体で行おうとするのならば，大学として理想の人材像はボトムアップでつくり提示するこ

とが大切。集合知のようにそれぞれのボトムアップに知識を求めて人材像をつくると効呆的であろう。

それができれば，ゴールが教員や学生に共有され，取り組みにも実行力が伴う(仏に魂が入る)。

人材像の作成は重要で，例えばMITでは，教員と学生の関係がフラットになっている(ファーストネ

ームで呼び合っている)。これはMITがリサーチャーを育てるという人物像があるためである。 MI

Tのような大学では，ピアティーチングをプロセスに入れたりすればプロダクトの質保証もでき，プロ

セス評価による質保証もできるだろう。

3 第三回アドパイザー会議要旨

ゲスト:藤田友之 (NEC中央研究所，技術研究組合光電子融合基盤技術研究所専務理事)

日時:2010年 11月 15日

場所:総合研究実験棟3階

3. 1 産業界が求める人材について

大学院修了者は専門性を持つことはもちろん必要であるが，企業に継続して勤務することを考えると，

インフォーマルなコミュニケーションのスキルも重要である。これは，日常において，自分の研究や仕

事を簡潔に話すプレゼンの能力も含んでいる。大事なコネクションがふとした日常的なコミュニケーシ

ヨンで生じることも多い。インフォーマルな場で，簡潔に研究を説明できたり，自己アピールできたり

する能力は企業人として非常に有効である。

3. 2 国際性について

グローパルな社会で働ける人材が求められている。グローパルというのは単に英語が堪能という以上に

専門性を持ちながらもそれを活かして積極的に参入していける人材である。これまでの日本の企業は，

大きな決断をすることができないために，ずるずると業績を落としてしまった。しかし，例えば IBM

は一時期にかなり危機的な状態だったが，大規模な売却を行った結呆今は持ち直している。このように，

中長期的な視点をもった大胆な決断をすることができるような人材は，大学院でこそ育成されうると考

えている。

4 第四回アドパイザー会議要旨

ゲスト:平木肇チーフコンサルタント(日本能率協会コンサルティング)

日時:2011年 1月 17日

場所:総合研究実験棟3階

4. 1 産業界が求める人材

産業界が求める能力は大きく 2点である。グローパル性と，細分化された領域を組み替える創造性であ

る。グローノ勺レ性とは，語学力と，異分野の専門家とコミュニケーションをとることの出来るスキルを

指している。細分化された領域を組み替える創造性とは，積み上げられた経験を活用して新しい価値を

産み出す能力である。

4. 2 学習活動の成果をどう評価するのか

企業の人事評価では，能力と業績は一対ーに対応しないと考えられている。業績のみでは能力を測れな

い。役割を担っていくなかでどういう働きをしたかを測定すると良い。役割で呆たす用件を明示し，そ

れを果たせているかどうかをチェックしている。資格，役割，業績を組み合わせて評価していくのが重

要である。ただし，透明性と公平性を維持するのは大変である。



4. 3 企業にアピールする大学教育の評価とは何か

新規採用人材の，成績と業績，コミュニケーションカを見ている。面接では特にコミュニケーションな

どを見ているが，なかなか難しいというのが実感である。大学側から情報提供してもらえればありがた

い。例えば，大学活動の経過報告のポートフォリオの成果を提出してもらえると良い。どのような努力

をしてきたか，経験を積んできたかは，面接や書類からは判らないため.また，大学部情報を提供する

際には，情報の見方や精用の仕方も一緒に企業に教えて欲しい。

4. 4 企業での面接の仕方について

新規採用の面接では現場のリーダークラスが，応えにくい質問をする。困ったときの反応の仕方を見る

ため。あとは直前まで何も言わずに2時間でプレゼンを作成させて行わせることもしたこともある。

4. 5 大学院在企業での教育

学生の自樟的学習を促進させるのではデイスカッションは効果的であろう.しかし"やりっぱなし"

になる危険性もある。したがって，デイスカッションを実践している教員は効果を高めるための努力を

非常にしている。企業ではグループディスカッションのような現場重視の教育を行う際には，静了桂に

楳題を出すといったO宜theJob tr国皿ngをするなどの工夫をしている。

4. 6 大学院と企業でのキャ日アの積み方

企業では，専門性を深めるキャリアと，専門を超えて様々な経験をつむキャリアの両方があり，個人由

選択できるようになっている.企業においては，桂者の専門性を超えた経験を積むことも重視している.

しかし，大学では専門家ばかりがマネージメントをやっており，専門性を超えた経験をもった経験者が

いない.大学での問題点といえる。

5 第五回アドバイザー会議要旨

ゲスト・晶居朋子 (立命館大学教育開発推進機構教授}

時間平成田年2月 18日およそ 14時から 14時 40分

場所.韓合研究実験棟3階

5. 1 学士課程の質保証における国際的潮流

近年は，エンプロイアピリティやジェネリックスキルを教

育しようという潮流は認められる.例えば，カレッジ制を

敷きセクションの独立性割強く，国際的にも評判が高い大

学であってもエンプロイアピリティを高めるための講義

をカりキュラムに導入している.高名な大学であれば，就

職することは可能であるが，コミュエケーションスキルの

ような一般的な技能がなければ継続して企業に勤めるこ

とは適わず，結果として大苧の質を下げることになる。現

在は学士課程における潮流であるが，大学院生が企業に就

職する傾向は一層強まることを考えれば，大学慌にもエン

プロイアピロティを教育するような傾向は認められるよ

うになるだろう。

5. 2 産業界との情報交換の仕方

産業界からの意見を聞くにしても，大学側できっちりと内容をまとめておくことが大事だと考えている.

こちらから産業界への質問が具体的にならないと，返ってくる害えが具体的にならないk思う。どのよ

うにしたらよいかとの質問がなされた.その結果，大学側が具体的な人材像を作るのは大切であるうと

のことであった.ラフなものでも良いからマトリクスにまとめてみるなど具体的に可視化出来る形で土

台を作る必要がある。さもないと，先方からの応えが，精神論的なものになってしまい，スキル化でき



ず，大学側が教育することができなくなる。

5. 3 社会人教育について

成人教育理論でカリキュラム設計を行う際の，大事なポイントは 3点ある。 1つは，自律性の尊重ロ彼

らは明確な問題意識をもち，モチベーションが高い。この高いモチベーションを利用した教育を行うこ

と。 2つめは，学生の職業経験を学習リソースにすること o 社会人学生は，職業経験を豊富に持ってい

る。これを学習のためのリソースとして利用できるような教育をすることが大事である(例えばFDの教

育でこのことが言える。 FD教育を行う上で大切なのは，大学教員の教育の経験を活かすことである)。

3つめは，問題解決型の教育を行い，すぐに役立つものを獲得させるようにすること[子どもの教育(ベ

ダゴジー)との大きな違いは，この点である。子どもの場合には教養や，長期的に役立つものとして教育

する。しかし，成人の場合には，問題解決がすぐに行えることが大切である。というのも，彼らは既に

解決したい問題を持っており，そのために教育を受ける選択をしてきている。自分の問題の解決に役立

つことが彼らの教育を受けるモチベーシヨンであり，これが無ければ社会人に教育することは難しい]。

5. 4 大学院教育の質保証について

情報学研究科での東京キャンパスの学生の評判はあまり芳しくない。というのも，石川キャンパスと同

じ講義，同じ試験を行っている。そうした講義では数学の素養が必要になるが，社会人学生はそのよう

な知識はもう忘れ去ってしまっている。そこで，授業の到達目標を達成することができず， ドロップア

ウトする学生が出てくるということになってしまっているからである。こうした問題は，教員が，石川

キャンパスと同じ授業を行うことを，教育の質保証と考えていることに起因するのではないか。質保証

について考えを明確にすべきであろうとの意見が浅野教授と岡本特任准教授から出た。これに応えて，

烏居教授は，履修成績や到達目標を下げる必要はないとのこと強調し，やり方を学生に応じて柔軟にす

ることが重要であるとした。例えば，基礎的な知識がない学生には，副教材を与える，チューターを付

ける，あるいはオフィスアワーを設けるなどの方法をとる。学習者に応じた教育のパスを用意すること

が重要だろうと思う。学生の質や適性，準備性(レディネス)を見分けるのにも IRが役立つだろう。そ

うしたことをすると，学習者中心の教育目標から学習目標への展開が可能になるだろうとした。
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(6)これまでの大掌院FD
平a・22年度

， .，回FD.寄金〈平成22.10117目〈本;)) 

..  .. 民免.制字畿'大字箆文字種司匹・副手長 .. ，島惇.
'1f鹿a曜大包iJtt....'・晴鱒珊困』
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r大学入とLて@リーグョ，.プ、マ$09-"!;-トと陰」

【タイプE】
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13目UFO'SDセミナー
I量官Uot:島e航汎¥rl

・ 闘岡田醐・(平成2.年間，.日掛} 市 凶ぃ 言 語i

脚立輔蝉輔醐瞳醐細胞軒 「宣宝二
噛H ・・H ・IR同町一圏内働時奮闘抗ー』 旬以2

(1) Mission & Vision 
【拙皿on]

・国際的通用性壷備えた先導的な大学院教育モデル
の提示

[V;，;on] 

・本学が取り組んで昔た大学院教育に関する先進的
な取組実蹟を基礎に、園内外の大学院との緊密な
連携を園りながら、国際的適用性豊備えた大学院
教育の質保証と修了基隼の司直立に取り組み、他大
学の範たる次世代スタンダー Fの提示寄目指す

-文科省特別経費支援事業

平成22年度~平成26年度 (5年間)

d 

(5)東京サテライトキャンパス

社会人を対象としたコースを開講

知識科学研究科
「技術経営(MOT)コース』

「サービス経曽(MOS)コース」
『先端知識科学コース』

『組込みシステムコース」
「先輔IT基礎コース」

『先輔ソフトウ:r.7工掌コース」

**学院叡膏イニシ?ティーz也〉ター
命取組*

〈2)Function 
I JAIST I 

• 

f!I 



(3) Key Idea 
キーアイディア掌冒目標(L.町 InllGo曲)

従来のカリキユラムIま『敏えたいこと』のリスト
ーー・どのような能力を備えた孝生を宵てるかに畠づいた指揮

前‘に対する『学膏目視』 研現指事における「学習目視」

f 

E虚主量量主主b主量阜で学冒目視を殴定
量険問題!志学膏目視を良〈反映しているか
=時鼠険問題は適切か?

責保医に闘して臣蔵問題の研完が必要
「良いE蛾問題J.!:::I~'何か。
jj;I験問題の障しさの静値

ーでr一一一一 、
研実指事における学習目揮をE定
現行の冒価革準
.文剖園.会瞳箇文のIII!による醇価

園時掌曹目視の達成康による冒価および
修了;1;準

従来よりきめ細かな醇価が必要

/ 
ポートフォリオによる指噂
.々の掌生が重成した

学習目標に聞する情報の利用

(4・2)Projects 

IR・ユ大=今学ユ大院学ヲ'院It.生トと・研a:究・捕R司に庫ポよーる.ト7鋼2、先リオ行@..  倒，閣E査

-院=今・アRル問題ゴデリズームタベ分ース@段開発階
ア 分野かち 的慣行

-学生の学習威暴等に関する分析

-大学院敏育データベースの構;.

¥ 

¥ a 

(5) Support Board 
・3暴露ゴ踊Ef鵠l!f面at震に関心@ある字削開輔の自由輔

【肉.】 (日大学嘗叡育.闘す・・文.介、事例.介
(2) Ii'たな・...橿..闘.. 趨
(8) fI.・・膚位J::<I_*
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隅劃平成22得度

tm. ・E ・ EJ:.Lil

lJf ~~.::::r，::'!!~~!:=~ 「マテJγ.今 f孟，'"鱒栴8ζお砂・元調陶.. 晴眼底寧，?‘て1 ZE蹴ずう | 
・H rJAEnaートヲ'"オl'植岡 Z昌之o. ト，-~，ー》

「ヲ，.網歳嘗.，回砂忍賓・・・@方漫.の噂剖 。佐鋼量件.f];.7fゆザ-)

."'1JTØ-èシ…-~JI;::O"…-…....u..... 
..山崎町…rr."""(1)…IIfl凶 1出町一

1・月 rJ..l.11IrJ:::・砂‘文掲咽圃.ft帰国トフォリオ 【1)J ct臨週伺晦駒・3

『 一一一一 一 一 」
lIJJ '~~--~~---------ä銅劇瞬費泊幽塊晴子・合温訓健銅嗣削指膨個主之・・・"の
'" ・~，包e・膚憶かを，る凪い他何守... 

'" 双方向....アタ..プ田ヲー=シグ

一……シげタ.…
伏鼠虜立玉.高.専円学_....畿'働@ 

4ク，刊リ.，カ，-‘周 e固指す‘の
“"。巳'"犬'‘背側諸・支揖信シ.-脅.，・..，

d 

〆

(4-1) Projects 

FDユユヲト

-金r世.3釘町・7器唱2r3w司監2援・~CD潟at3-b1e晶mma-ιt隊思as』』 議}邑

-敬育大学シス院敏テ宵ムのムタ{再.検の構.討Re鏡や咋研n検究討室叡宵)CD貿信匡
フレームヲー
カリキaラ

¥ 

(4-3) Projects 

リサーチユユヲト
-大学院a宵@貫録IEに関する先進事例聞査

-虚実界に役立つ博士人材育成に闘す~先送事例
調査

-園際的適用性e・えた博士修了基隼に闘す~
.肉嗣査

=今政策.肉、値大学・シンタタンタ@
先行間査を蓮司Eに

(6-1) Collaboration 
O客員歳授

.吉遺 M汀シユアストラテジスト

07Fパイザー

【海外関係揖聞研究者 (741)l 
P聞 f，H帥祖国 P~刷18 ， Unive市町ofMassachu割出， USA

Pro1. Peter Ead田， Uni咽問ilyof 5同n町， Au曲事lia

P悶f.Kurt Mehlhom， Max円anckInsti加te，Germany 
P悶 f.Joseph 0・Rourke，Sm批hCollege， USA 

P悶f.David Kir旬a酎ck，University of British Columbia， Canada 
Prof. D.T. Lee. A国 demiaSin岡田 Taiwan

Prof. Ferran Hur刷。.Unlvers陶 tPol1臨 n回 deea刷 un開 (UPC)目 S問 In

回

a 



(6-2) Collaboration 

OTFパイザー

【圏内閥横揖関研究者 (1741)】

山本民一広島大学高等故育研究開発センター長

大塚纏作束事大学高等故育研究開発推進センター救援

早田幸政大阪大学大字数育実踊センター救援

近国政博名古屋大学高等教育研究センター准救援

青野遁金沢大学大字放育開発・支援セシター教授

新名惇彦奈良先掛科学技術大学院大学副学長

樟見孝京都大学大学院教育学研究科救援

玉木A夫明治大学理工学部故授

島居朋子立命館大学教育聞発推進書構敵授

平本肇 JMAC(棒}日本飽車協会チー7コシサルタント
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